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第54巻第3号 (2007)

じ

lま

め

ア
ト
ピ

l
性
皮
膚
炎
の
漢
方
治
療
に
お
い
て
、
小
児
と
成
人
で
は

頻
用
処
方
が
異
な
る
。
成
人
で
は
清
熱
剤
や
利
水
剤
が
主
体
と
な
る

こ
と
が
多
い
が
、
小
児
例
で
は
虚
弱
体
質
が
基
盤
に
あ
る
た
め
、
小

建
中
湯
や
黄
者
建
中
湯
を
使
用
す
る
こ
と
が
多
い
。
汗
が
多
い
場
合

は
桂
枝
加
黄
品
呂
田
湯
を
使
吊
す
る
。
最
近
経
験
し
た
桂
枝
加
黄
者
湯
の

小
児
使
用
例
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

漢方の臨床

症

例

417(21) 

症

例

1

叩

歳

男

子

初
診
一
平
成
口
年

9
月
お
日

生
後
ま
も
な
く
発
症
。
始
め
は
顔
面
や
手
足
に
軽
度
湿
疹
が
み
ら

れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。
皮
膚
科
で
ス
テ
ロ
イ
ド
の
外
用
剤
を
処
方
さ

れ、

2
歳
ま
で
に
は
き
れ
い
に
治
っ
た
。

7
歳
の
冬
に
額
か
ら
始
ま

り
、
全
身
に
皮
疹
が
ひ
ろ
が
っ
た
。
ス
テ
ロ
イ
ド
軟
奮
を
塗
っ
て
い

る
が
、
だ
ん
だ
ん
効
か
な
く
な
っ
た
た
め
、
来
院
し
た
。

既
往
歴
一
端
息
な
し
。
鼻
炎
な
し
。

家
族
歴
一
父
・
花
粉
症
と
混
疹
。
母
・
瑞
息
と
湿
疹
。
母
方
の
祖
母
・

ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎

現
症
一
邸
側
、
泣
い
時
o
H
m
H
W
2
8
3
5
8
、
ダ
二
十

6
、
卵
白
十

6
、
ミ
ル
ク
十

6
、
大
豆
十

3
、
さ
∞
の
1
1
5
0
0
、
好
酸
球
目
・

2
%
。
腹
部
は
腹
力

2
/
5
、
胸
脇
苦
満
、
腹
直
筋
緊
張
あ
り
。
く
す
ぐ

っ
た
が
る
。
閏
河
内
停
水
あ
り
。
舌
先
紅
。
白
苔
。

全
身
の
皮
膚
は
赤
黒
く
、
浸
出
液
が
で
て
、
肌
は
じ
と
じ
と
し
て
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い
た
。
落
屑
も
著
明
で
、
は
っ
と
息
を
の
む
ほ
ど
ひ
ど
い
状
態
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
本
人
は
は
っ
き
り
受
け
答
え
で
き
る
、
し
っ
か
り

し
た
子
で
あ
っ
た
。
ス
テ
ロ
イ
ド
を
ぬ
っ
て
い
る
の
に
こ
の
状
態
で

あ
る
の
で
、
ス
テ
ロ
イ
ド
の
使
用
は
せ
ず
、
ワ
セ
リ
ン
と
亜
鉛
華
軟

膏
を
混
合
し
た
外
用
剤
を
処
方
し
た
。
内
服
は
猪
苓
湯
お
g
十
消
風

散
お
g
、
分
2
を
処
方
し
た
。

3
週
間
説
、
浸
出
液
は
と
ま
り
、
赤
み
が
や
や
減
少
し
た
。
し
か

し
、
産
み
は
強
く
、
眠
れ
な
い
。
常
に
ほ
り
ほ
り
か
い
て
い
る
。
耳

介
に
浮
腫
が
み
ら
れ
る
。

猪
苓
湯
お
g
+
桂
枝
加
黄
者
湯
4
g
十
排
膿
散
及
湯
5
g
、
分
2

に
変
方
し
た
。
外
用
剤
に
は
モ
ク
タ
l
ル
・
・
サ
ト
ウ
ザ
ル
ベ
・
・
プ
ラ

ス
チ
ベ

l
ス
を
1
一
1
一
2
の
割
合
で
混
合
し
た
モ
ク
タ
!
ル
軟
膏

を
慣
用
し
た
。

2
ヶ
月
後
、
ま
だ
全
身
に
紅
斑
が
み
ら
れ
る
が
、
か
な
り
赤
み
は

減
少
し
、
う
す
く
な
っ
て
き
た
。
落
屑
や
苔
癖
化
、
丘
疹
が
ほ
と
ん

ど
み
ら
れ
な
く
な
り
、
皮
膚
表
面
が
な
め
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
し

か
し
、
暑
が
り
で
寝
汗
が
多
い
と
い
う
。
桂
枝
加
賞
者
湯
4
g
十
排

膿
散
及
湯
5
g
、
分
2
を
処
方
。
以
後
同
じ
漢
方
薬
の
処
方
を
続
け

る
。
外
用
は
モ
ク
タ
l
ル
軟
膏
を
続
け
た
。

3
ヶ
月
後
、
顔
面
の
紅
斑
が
か
な
り
う
す
く
な
っ
た
が
、
額
や
肩
一
、

肘
な
ど
部
分
的
に
皮
疹
が
の
こ
っ
て
い
る
。
か
ゆ
み
も
あ
ま
り
な
く
、

落
ち
着
い
て
い
る
。
腹
力
3
/
5
と
な
る
。

第54巻第3号 (2007)漢方の臨床

5
ヶ
月
後
、
額
に
軽
度
紅
斑
が
み
ら
れ
る
。
首
、
肘
嵩
、
膝
簡
に

な
お
軽
度
苔
癖
化
あ
り
。
躯
幹
に
は
丘
疹
が
少
し
散
在
性
に
み
ら
れ

る
。
し
か
し
、
か
な
り
改
善
し
た
。

9
ヶ
月
後
、
首
、
肘
、
膝
の
苔
癖
化
が
と
れ
、
少
し
か
さ
つ
い
て

い
る
程
度
と
な
る
。
躯
幹
に
は
丘
疹
が
ほ
ん
の
少
し
み
ら
れ
る
。
額

は
よ
く
み
る
と
、
う
す
く
赤
く
、
か
さ
つ
い
て
い
る
が
、
一
見
し
た

と
こ
ろ
ア
ト
ピ

i
性
皮
膚
炎
患
者
と
は
分
か
ら
な
い
程
度
と
な
っ
た
。

寝
汗
も
か
か
な
く
な
っ
た
。

以
設
外
用
剤
は
不
要
と
な
り
、

(
写
真
1
)

同
じ
漢
方
薬
を
継
続
中
で
あ
る
。

症

例

2

6

歳

女

子

初
診
一
平
成
口
年
7
月
訂
日

生
後
す
ぐ
に
頬
に
紅
斑
が
生
じ
、
ま
も
な
く
肘
、
膝
、
背
中
に
ひ

ろ
が
っ
た
。
小
児
科
や
皮
膚
科
で
ス
テ
ロ
イ
ド
治
療
を
ず
っ
と
予
つ
け

て
い
る
が
良
く
な
ら
な
い
た
め
、
来
院
し
た
。

既
往
歴
一
端
息
2
歳
叩
ヶ
月
か
ら
。
鼻
炎
あ
り
。

家
族
歴
一
特
に
な
し
。

現
症
一
山
・
5
叩
、
加
岡
、

Z
開

1
0
0
0
、
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
+

3
、
卵
白
十
2
、
大
豆
+
0
、
ミ
ル
ク
+
2
、
犬
皮
屑
十
5
、
猫
皮

屑
十
3
0
全
身
に
紅
斑
あ
り
、
皮
膚
の
乾
燥
が
自
立
つ
。
か
ゆ
み
は

強
い
。
口
渇
あ
り
。
体
を
熱
が
る
。
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
。
腹
力
3
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1 ) (症例真写

5ヶ 月 後

/

5
。
柴
胡
清
肝
湯
お

g
+
桂
枝
加
黄
者
湯

2
g、
分

3
を
処
方
。
ザ
ジ

テ
ン
ド
ラ
イ
シ
ロ
ッ
プ
ロ

g
も
併
用
し
た
。
外
用
は
上
記
の
モ
ク
タ

ー
ル
軟
膏
や
プ
ロ
ペ
ト
を
使
用
し
た
。

日
日
後
、
赤
み
は
や
や
減
少
し
た
。
夜
中
か
ゆ
い
と
泣
い
た
り
し

な
く
な
っ
た
。
顔
は
ま
だ
赤
い
。
同
じ
処
方
。

1
ヶ
月
後
、
紅
斑
増
強
し
、
か
ゆ
み
ひ
ど
く
な
り
、
夜
中
も
パ
リ

パ
リ
か
い
て
い
る
。
こ
れ
は
来
院
直
前
ま
で
使
用
し
て
い
た
ス
テ
ロ

イ
ド
を
中
止
し
た
た
め
の
リ
バ
ウ
ン
ド
の
た
め
と
思
わ
れ
る
。
六
味

丸
お

g
+
貰
連
解
毒
湯
お

g
、
分

2
に
変
方
し
た
。

6
週
間
後
、
皮
膚
び
ら
ん
多
く
、
お
風
自
に
入
る
と
き
、
痛
み
の

た
め
泣
き
叫
ぶ
と
い
う
の
で
、
入
浴
前
に
体
に
オ
リ
ー
ブ
油
を
ぬ
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

2
ヶ
月
後
、
煽
皮
が
と
れ
て
き
た
。
十
全
大
補
湯
お

g
十
昔
一
連
解

毒
湯
お

g
、
八
刀
3
に
変
方
し
た
。

3
ヶ
月
後
、
全
身
皮
膚
真
っ
赤
で
、
び
ら
ん
多
い
。
下
肢
は
び
ら

ん
、
繍
皮
多
い
。
落
屑
著
明
で
パ
リ
パ
リ
の
皮
膚
の
状
態
で
あ
る
。
冷

水
を
好
む
。
か
ゆ
が
る
し
、
泣
き
叫
ぶ
の
で
、
み
て
い
る
と
つ
ら
い
、

と
親
が
な
げ
く
。

治
頭
痛
一
方
お

g
+
桔
梗
石
膏

2

g、
分

3
に
変
方
し
た
。

4
ヶ
月
後
、
顔
ま
だ
真
っ
赤
だ
が
、
皮
膚
の
び
ら
ん
は
肘
と
膝
の

み
に
な
っ
て
き
た
。
寝
汗
主
に
下
半
身
に
か
く
。

初診日寺
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消
風
散
お

g
十
桂
枝
加
昔
一
番
湯

2

g
、
分

3
0

5
ヶ
月
後
、
非
常
に
よ
く
な
っ
て
き
て
、
顔
の
紅
斑
が
と
れ
て
き

た
。
同
じ
処
方
を
継
続
。
た
だ
し
、
ザ
ジ
テ
ン
は
不
要
と
な
る
。

6
ヶ
月
後
、
か
ゆ
み
が
減
少
し
、
落
ち
着
い
て
き
た
。
全
身
の
紅

斑
も
か
な
り
う
す
く
な
り
、
か
さ
ぶ
た
や
び
ら
ん
は
な
く
な
っ
た
。

乾
燥
が
自
立
つ
。

桂
枝
加
黄
者
湯

2

g
十
排
膿
散
及
湯
お

g
、
分

2
に
変
方
。
外
用

剤
を
ア
ズ
ノ

l
ル
軟
膏
に
変
更
し
た
。

そ
の
後
同
じ
処
方
を
'
継
続
し
て
い
る
が
、
外
用
剤
の
使
用
量
が
滅

り
、
漸
次
改
善
し
て
き
て
い
る
。

第54巻第 3号 (2007)

女
子

症
例

3

8

歳

初
診
一
平
成
げ
年
8
月
3
日

既
往
歴
一
端
息

4
歳
か
ら
。
テ
オ
ド

i
ル
を
の
ん
で
い
る
。

家
族
歴
一
父
・
花
粉
症

現
症
一
山
倒
、
口
回
、
釘
何

7
0
0
0
、
ダ
ニ
ム

3
0

2
歳
の
時
発
症
。
ず
っ
と
定
期
的
に
皮
膚
科
に
か
か
り
、
ス
テ
ロ

イ
ド
治
療
を
、
つ
け
て
い
た
が
、
よ
く
な
ら
な
い
た
め
、
来
院
す
る

2

ヶ
月
前
に
ス
テ
ロ
イ
ド
を
中
止
し
た
と
い
う
。
腹
力
2
/
5
0
風
邪

を
ひ
き
や
す
い
。
一
崩
桃
肥
大
は
な
い
。
中
耳
炎
2
歳
の
時
、
て
度
か

か
っ
た
こ
と
あ
り
。

初
診
時
一
全
身
皮
鷹
に
紅
斑
や
丘
疹
、

漢方の臨床

落
屑
著
明
で
、

ガ
サ
ガ
サ
の

皮
膚
を
し
て
い
る
。
下
肢
に
は
び
ら
ん
面
が
多
い
。
か
ゆ
み
が
強
く
、

機
嫌
が
悪
い
。

桂
枝
加
黄
者
湯

1

g
十
排
膿
散
及
湯

1
・
お

g
十
小
車
問
竜
官
協
同

g
、
分

3
を
処
方
し
た
。
外
用
剤
は
グ
リ
パ
ス

C
と
サ
ト
ウ
ザ
ル
ベ

を
1
一
3
の
割
合
で
混
合
し
た
軟
膏
を
領
用
し
た
。

2
月
後
、

1
週
間
前
風
邪
を
ひ
い
て
、
熱
が
で
た
。
そ
の
時
か
ら

皮
疹
悪
化
し
、
発
赤
増
悪
し
、
が
さ
が
さ
に
な
っ
た
た
め
、
学
校
に

も
い
け
な
く
な
っ
た
。
か
ゆ
み
は
ひ
ど
く
、
眠
れ
な
い
。
寒
気
あ
り
。

桂
枝
加
黄
者
湯

2
g
+
麻
黄
湯
お

g
に
変
方
。
ザ
ジ
テ
ン
ド
ラ
イ

シ
ロ
ッ
プ

l

g
、
分
2
を
併
用
し
た
0

3
ヶ
月
後
、
寒
気
が
へ
り
、
皮
疹
も
著
し
く
改
善
し
て
き
た
。
同

じ
処
方
。

7
ヶ
月
後
、
落
屑
滅
り
、
紅
斑
も
か
な
り
う
す
く
な
っ
た
。
あ
ま

り
か
ゆ
が
ら
な
く
な
っ
た
。
夏
は
さ
む
が
っ
て
い
た
の
に
、
最
近
は

寒
が
ら
な
く
な
っ
た
。
大
分
眠
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
漢
方
の
み
処

方
。
ザ
ジ
テ
ン
は
不
要
と
な
る
。
外
用
剤
の
寵
用
が
著
明
に
減
っ
て

き
た
。
同
じ
処
方
0

9
ヶ
月
後
、
全
体
的
に
ま
だ
少
し
紅
斑
み
ら
れ
る
が
、
皮
膚
表
面

は
滑
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
自
界
閉
あ
り
。
咳
も
少
し
で
る
。
同
じ
桂

校
加
賞
者
湯
と
麻
黄
湯
の
処
方
を
続
け
た
が
、
日
ヶ
月
後
か
ら
来
院

し
て
い
な
い
。
(
写
真
2
)
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(症例 3)2 真写

9ヶ月後

症

例

4

3
歳

初

診

一

平
成
げ
年
8
月

3
日

生
後
6
ヶ
月
よ
り
発
症
。
皮
膚
科
に
か
か
っ
て
い
た
が
、

ら
な
い
た
め
来
院
し
た
。

現

症

一

引

叩
、
日
同
。
腹
部
は

2
/
5
、
汗
は
か
か
な
い
方
。

初
診
時
一

全
身
赤
く
、
乾
燥
し
、
か
ゆ
が
る
が
、
症
例

2
の
姉
よ
り

は
軽
症
で
あ
る
。

桂
校
加
賞
者
湯

l
g
+
排
膿
散
及
湯

l
g
十
六
味
丸
l
g
、
分

3
0
ザ
ジ
テ
ン
ド
ラ
イ
シ
ロ
ッ
プ

ω
g、
分

2
。

外
用
剤
は
モ
ク
タ

l
ル
軟
膏
や
、
グ
リ
パ
ス

C
一
サ
ト
ウ
ザ
ル
ベ

を

l
一
3
に
混
合
し
た
も
の
を
使
用
し
た
。

3
ヶ
月
後
、
か
き
む
し
ら
な
く
な
っ
た
。
同
じ
処
方
。

5
ヶ
月
後
、
躯
幹
は
少
し
か
さ
つ
い
て
い
る
が
、
ほ
ほ
正
常
の
皮

膚
と
な
っ
た
。
外
用
剤
も
不
必
要
に
な

っ
た
。

男
子

(
症
例
3
の
弟
)

良
く
な

初診 H寺

4 症

例
5 

9
歳

女

子

5
歳
か
ら
発
症
し
、
ず

っ
と
ス
テ
ロ
イ
ド
軟
膏
を
躯
幹
、
顔

面
に
も
朝
夕
ぬ
っ
て
い
た
。
全
身
に
皮
疹
ひ
ろ
が
り
、
治
ら
な
い
た

め、

2
年
前
よ
り
ス
テ
ロ
イ
ド
は
使
わ
ず
、
漢
方
治
療
を
う
け
、
か

な
り
改
善
し
た
が
、
ま
だ
顔
面
や
躯
幹
や
四
肢
の

一
部
に
皮
疹
が
残

っ
て
い
る
。

診
一
口
年

2
月
ロ
日

初
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現

症

・

m
叩
、
お
旬
。

顔
面
に
が
さ
が
さ
し
た
紅
斑
が
み
ら
れ
る
。

紅
斑
あ
り
、
か
ゆ
が
る
。

桂
校
加
黄
者
湯

4
g
+
六
味
丸

5
g、
分

2
0

1
ヶ
月
後
、
が
さ
が
さ
は
と
れ
た
。
桂
枝
加
賞
者
湯

4
g
+
排
膿

散
及
湯

5
g
に
変
方
。

2
ヶ
月
後
、
顔
は
き
れ
い
に
な

っ
た
。
躯
幹
は
ま
だ
少
し
赤
黒
く
、

が
さ
が
さ
で
、
寒
が
る
。

桂
校
加
黄
者
湯

2
g
+
排
膿
散
及
湯
お

g
+
六
味
丸
m
g、
分
3
。

こ
れ
に
よ
り
、
少
し
ず
つ
体
の
赤
黒
さ
が
と
れ
て
、
-
年
後
に
は

皮
膚
が
滑
ら
か
に
な
り
、
平
成
時
年
6
月
比
日
終
診
と
し
た
。
(写
真

3
)
 

上
背
部
に
も
同
様
の
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症

例

6

H
歳

女

子

初

診

一

口

年

9
月
幻
日

小
学
2
年
生
よ
り
発
症
。
肘
や
膝
、
首
な
ど
に
湿
疹
が
み
ら
れ
、
ず

っ
と
皮
膚
科
に
か
か
っ
て
、
ス
テ
ロ
イ
ド
治
療
を
、
つ
け
て
い
た
。
始

め
は
年
に

2
、
3
回
か
か
る
程
度
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
悪
化
し
、
今

は
2
ヶ
月
に

l
回
皮
膚
科
に
か
か
っ
て
い
る
。
半
年
前
よ
り
顔
面
に

紅
斑
が
で
る
よ
う
に
な
り
、
治
ら
な
い
た
め
、
来
院
し
た
。

現

症

・

m
m、
必
見
。
腹
力
は
良
い
。
胸
脇
苦
満
あ
り

o
Z
何

l

3 
1 

(症例 5) 3 真

初診時



柴
胡
校
校
湯

5
g
十
黄
連
解
毒
湯
ら

g
、
分

2
0

こ
れ
で
一
時
よ
く
な
っ
た
が
、

2
週
間
ほ
ど
す
る
と
ス
テ
ロ
イ
ド

を
や
め
た
リ
バ
ウ
ン
ド
の
た
め
、
顔
面
真
っ
赤
に
な
り
、
腫
れ
て
い

る。

分
2
に
変
方
し
た
と
こ
ろ
、

主主54巻第3号 (2007) 

猪
苓
湯

5

g
十
三
物
黄
苓
湯

5

g、

徐
々
に
紅
斑
と
浮
腫
が
と
れ
て
き
た
。

3
ヶ
丹
後
、
時
々
下
痢
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
口
唇
が
荒
れ
て
い

る
た
め
、
桂
枝
加
黄
者
湯

4
g
+
排
膿
散
及
湯

5
g
、
八
刀
2
に
変
方

し
た
。

漢方の臨床

こ
れ
で
下
痢
は
し
な
く
な
っ
た
。
顔
面
紅
斑
も
次
第
に
う
す
く
な

っ
て
き
た
が
、
ま
だ
少
し
赤
く
、
か
さ
か
さ
し
て
い
る
。

4
ヶ
月
後
、
桂
枝
加
鷲
一
番
湯

4
g
十
排
膿
散
及
湯

5
g
÷
六
味
丸

お

g
、
分
2
に
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の

2
週
間
後
に
は
顔
面
の
征
斑
が

ほ
と
ん
ど
と
れ
て
き
た
。

以
後
同
じ
処
方
を
続
け
、

7
ヶ
月
後
終
診
。

考

保
J尻、，、

423 (27) 

桂
枝
加
賞
者
湯
は
桂
校
湯
に
黄
替
を

3
g
加
え
た
処
方
で
あ
る
。

「
金
置
要
略
』
の
水
気
病
篇
に
黄
汗
の
病
を
主
る
と
童
聞
か
れ
て
い
る
。

大
塚
敬
節
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
黄
汗
の
病
は
下
肢
に
混
が
あ
っ
て
冷

え
、
(
中
脱
帽
)
腰
か
ら
上
に
必
ず
汗
が
出
て
、
腰
が
だ
る
い
よ
う
に
い

皮
膚
に
異
常
感
覚
が
あ
っ
て
、
皮
の
下
に
何
か
物
が
入
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
、
ひ
ど
い
時
は
食
べ
ら
れ
な
く
な
り
、
体
が
い
た

み
、
重
く
、
胸
苦
し
く
て
、
じ
っ
と
落
ち
着
い
て
お
れ
な
い
。
そ
れ

に
小
便
の
出
が
少
な
い
。
こ
れ
を
黄
汗
と
い
う
。
こ
れ
は
桂
枝
加
黄

者
湯
の
主
治
で
あ
る
、
と
者
一
日
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
泊
り

に
く
い
皮
膚
病
で
、
最
近
で
は
小
児
湿
疹
や
ア
ト
ピ

i
性
皮
膚
炎
の

第
一
選
択
薬
剤
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

桂
校
加
黄
者
湯
を
使
用
し
た
ア
ト
ピ

i
性
皮
膚
炎
の
症
例
は
山
田

光
胤
先
生
が
、
荊
芥
、
連
題
を
加
え
て
、
し
ば
し
ば
発
表
し
て
お
ら

れ
る
が
、
二
宮
文
乃
先
生
の
著
書
に
も
数
例
記
載
さ
れ
て
い
る
。
大

塚
敬
節
は
水
癒
を
形
成
す
る
幼
児
の
皮
膚
炎
に
効
く
場
合
が
多
い
と

の
べ
て
い
る
。

一
般
に
汗
を
か
く
の
を
自
安
に
使
用
す
る
と
さ
れ
る
が
、
症
例
ー

と
2
は
寝
汗
が
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
他
の
症
例
は
汗
は
あ
ま
り
多
く

は
な
い
が
、
皮
膚
が
カ
サ
カ
サ
し
て
い
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
症

例
も
や
は
り
腹
力
が
な
く
、
胃
腸
が
弱
く
、
風
邪
を
ひ
き
や
す
い
傾

向
が
あ
っ
た
。
花
輪
害
彦
は
、
桂
枝
加
黄
香
湯
の
使
用
目
標
は
、
皮

膚
に
艶
が
な
く
カ
サ
カ
サ
し
て
い
る
場
合
と
ジ
ク
ジ
ク
し
て
い
る
場

合
が
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
皮
膚
が
非
簿
で
弾
力
が
な
い
場
合
に
用
い

る
と
述
べ
て
お
り
、
必
ず
し
も
湿
潤
性
で
な
く
て
も
使
用
可
能
で
あ

る。
た
み
、桂

枚
加
黄
者
湯
は
小
沼
ば
か
り
で
な
く
、
成
人
で
も
用
い
る
が
、
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そ
の
場
合
も
や
は
り
多
汗
、
寝
汗
、
風
邪
を
ひ
き
や
す
い
、
下
痢
し

や
す
い
、
膿
力
が
な
く
皮
膚
が
葬
薄
と
い
っ
た
特
鍛
を
日
按
に
使
用

し
て
い
る
。
こ
と
に
排
膿
散
及
湯
を
併
用
す
る
こ
と
が
多
い
。
排
膿

散
及
湯
は
、
黄
連
解
毒
湯
の
よ
う
な
強
力
な
清
熱
剤
が
、
も
と
も
と

弱
い
牌
胃
を
傷
め
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、
緩
和
な
清
熱
剤
と
し

て
使
用
す
る
。
こ
の
こ
者
で
効
果
が
出
な
い
時
、
皮
膚
が
乾
燥
し
て

い
れ
ば
、
さ
ら
に
六
味
丸
を
補
う
と
よ
い
と
思
う
。

ア
ト
ピ

l
性
皮
膚
炎
を
漢
方
治
療
す
る
場
合
、
ス
テ
ロ
イ
ド
の
使

用
を
完
全
に
や
め
る
と
、
直
後
か
ら
は
げ
し
い
皮
疹
の
悪
化
(
い
わ

ゆ
る
リ
バ
ウ
ン
ド
)
を
き
た
す
。
し
か
し
、
数
ヶ
月
な
い
し
半
年
す
る

と
す
こ
し
ず
つ
落
ち
着
い
て
き
て
、
漢
方
薬
の
効
果
が
現
れ
始
め
る
。

子
ど
も
の
場
合
は
成
人
に
比
べ
る
と
、
リ
バ
ウ
ン
ド
の
期
間
が
短
く
、

し
か
も
治
り
も
早
い
。
ス
テ
ロ
イ
ド
を
使
用
し
な
が
ら
、
漢
方
薬
の

効
果
で
、
少
し
ず
つ
ス
テ
ロ
イ
ド
の
使
用
量
を
減
ら
す
と
い
う
方
法

は
、
効
果
が
な
く
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
ス
テ
ロ
イ
ド
が
や
め
ら
れ

ず
、
筆
者
は
未
だ
成
功
し
て
い
な
い
。
リ
バ
ウ
ン
ド
が
あ
ま
り
に
ひ

ど
く
、
学
校
に
も
い
け
な
い
、
と
い
う
状
態
に
な
れ
ば
、
一
時
ス
テ

ロ
イ
ド
を
漢
方
と
併
用
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
数
週
な
い
し
数
ヶ
月

で
ス
テ
ロ
イ
ド
を
打
ち
切
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ア
ト
ピ

i
性
皮
膚

炎
に
ス
テ
ロ
イ
ド
を
漫
然
と
使
用
し
て
い
る
と
、
漢
方
治
療
の
効
果

は
な
い
よ
う
に
思
う
。
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平
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・
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医
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床
シ
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「
ア
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i
性
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渓
方
治
療
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ぬ
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ハ
、
東
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学
術
出
版
社

(
2
)
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部
俊
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・
吋
ア
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l
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皮
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炎
の
漢
方
治
療
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、
現
代
出
版
プ
ラ
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ニ
ン
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(
3
)
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言
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ア
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ピ
l
性
皮
膚
炎
の
漢
方
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療
マ
ニ
ュ
ア
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頁
、
現

代
出
版
プ
ラ
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ニ
ン
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(
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)
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川
友
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「
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漢
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医
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本
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洋
医
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編
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験
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、
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